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● アウトカム指標の位置づけ 

交通バリアフリー法※12)に基づき、重点整備地区注1)※13)における特定（移動）経路注2)※14)のバリアフリー

化を推進し、公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向上を図るため、主要旅客施設周辺道路

等のバリアフリー化の割合を指標として採用しました。 

この指標は、１日あたりの平均利用者数が５千人以上の旅客施設周辺等における主な道路のうち、バリ

アフリー化された道路の割合で表されます。 
 
 

注 2)特定（移動）経路・・・主要旅客施設と、高齢者、身体障害者等が日常生活又は社会生活において利用

すると認められる官公庁施設、福祉施設等との間の経路で、市町村が重点整備地区について策定する基本

構想において定められています。 

● 現況把握 

広島県において、交通バリアフリー法に基づく基本構想は５自治体（広島市、東広島市、呉市、三原市、

廿日市市）で作成され、９地区の主要な旅客施設の周辺道路等でバリアフリー化が進められており、移動

経路におけるバリアフリー化の割合は 32％です。 

 
 

 

 
 

● 現況値と目標値 

 
 
 

主要旅客施設周辺等のバリアフリー化率 

（（６６））主主要要旅旅客客施施設設周周辺辺等等ののババリリアアフフリリーー化化率率  

 

３２％ 

現況（H15末） 目標（H16） 目標（H19） 

４３％ ８２％ 

◆広島市
・ＪＲ広島駅周辺地区

◆東広島市
・ＪＲ八本松駅周辺地区
・ＪＲ西条駅周辺地区
・ＪＲ西高屋駅周辺地区

◆三原市
・ＪＲ三原駅周辺地区

◆呉市
・ＪＲ呉駅・呉港周辺地区
・ＪＲ広駅・安芸阿賀駅周辺地区

◆廿日市市
・ＪＲ阿品駅周辺地区
・ＪＲ宮内串戸駅周辺地区
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注 1)重点整備地区・・・一定規模の駅等の旅客施設（主要旅客施設※15)）及びその周辺を重点的に整備するた

めに、特に指定した地域のことで、移動円滑化事業を優先的に実施する必要性が高い地区をいいます。 

図6-1 交通バリアフリー法にもとづく重点整備地区
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（（６６））主主要要旅旅客客施施設設周周辺辺等等ののババリリアアフフリリーー化化率率  

● 課題と要因分析（ＪＲ呉駅・呉港周辺地区における重点整備地区の例）  

ＪＲ呉駅・呉港周辺地区は、高齢者、身体障害者等が日常生活又は社会生活において利用すると認められ

る官公庁施設、福祉施設等が多く存在しています。これらの施設と呉駅及び呉港を連絡する特定（移動）経

路において、幅の広い歩道が確保されていない区間、障害者誘導用ブロックの色が分かりにくい区間、歩道

上への不法駐輪や不法駐車により安全な通行を阻害している区間など、バリアフリー化がなされていない区

間が存在します。 

 

 

 

 

 

【ＪＲ呉駅周辺地区における重点整備地区】 

出典：呉市移動円滑化基本構想 
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図6-2 ＪＲ呉駅・呉港周辺地区における現況と問題点

図6-3 ＪＲ呉駅・呉港周辺地区における重点整備地区
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（（６６））主主要要旅旅客客施施設設周周辺辺等等ののババリリアアフフリリーー化化率率  

● 施策の選定 

 重点整備地区における特定（移動）経路を対象に、すべての人が安全・快適に目的地まで移動できるよう

にするため、歩道の幅、段差、勾配を改善するとともに、案内表示についてもわかりやすいものとなるよう

配慮していきます。施策の選定においては、旅客施設から目的地までの経路について、連続的にバリアフリ

ー化された歩行空間ネットワーク形成の観点から、基本構想における課題及び要因分析の結果を踏まえ、優

先順位の高い区間から整備を推進します。JR 呉駅・呉港周辺地区の移動経路においては、視覚障害者誘導用

ブロックの改良や設置等を主に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 平成 16 年度の取り組み 

平成１６年度は JR 西条駅周辺地区の西条停車場線、他３路線で約 1200m、JR 呉駅・呉港周辺地区の三条

三丁目１号線、他３路線で約 1480m、JR 広駅・安芸阿賀駅周辺地区の国道３７５号、他１路線で約 1100m

バリアフリー化を行います。 
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図6-4 ＪＲ呉駅・呉港周辺地区における移動経路 図6-5 移動経路と実施すべき事業 

図6-6 バリアフリー整備事例 
出典：広島県新道路整備計画




